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ダイナミックマップの構築

SIP成果（基盤地図のデータフォーマットや精度管理
方式、位置参照方式）を踏まえ、
「ダイナミックマップ基盤企画会社＊）」を設立。

＊）「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ構築検討ｺﾝｿｰｼｱﾑ」
6社及び自動車会社9社が出資

路面情報、車線情報
3次元構造物など

交通規制情報、道路工事情報、
広域気象情報

事故情報、渋滞情報、
狭域気象情報など

ITS先読み情報（周辺車両、
歩行者情報 信号情報など）

紐付け

基盤

動的情報(＜1sec)

准動的情報（＜１min)

准静的情報（＜１ｈour）

静的情報（＜１month）

競争領域

協調領域

共用（基盤）データ

付加データ

「自動走行システムの自己位置推定、走行経路特定のための高精度地図」のみでなく
「すべての車両のための高度道路交通情報データベース（デジタルインフラ）」として活用



情報セキュリティについての取り組み

①脅威分析手法の確立 ②テスト環境（ベッド）の構築

③V2X署名簡略化 ④V2X海外動向調査

ダイナミックマップは車両SIP重要インフラ情報セキュリティ関係者と連携
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協調・競争領域を整理し、
関係者間で連携体制を確立
共通モデル構築について合意形成

①共通アーキテクチャモデル
①自動運転ユースケース
（JAMA）

①既存脅威分析との比較
（Jaspar）

①ユーザ使い勝手
（JAMA)

②対策技術

②対策レベル②攻撃情報
（JPCERT/CC、Auto-ISAC）

②評価（攻撃）情報
（Auto-ISAC）

①脅威分析ツール

【H29】
テストベッドでの評価
（大規模実証実験）



ＨＭＩについての取り組み

A. モード遷移の
安全性評価

etc.

安全な交通社会の維持・実現のための最低限の取り決め

HMIとして優先順位の高い協調研究領域を決め、産学連携で研究開発を推進
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B. Readiness状態の
検出・維持 etc.

A．自動走行システムの機能・状態・動作の理解
B．ドライバーの状態と自動走行システムの動作
C．自動走行システムと他の交通参加者とのインターフェース

ヒューマン・マシン・インターフェース取組課題

産学連携HMIコンソーシアム

C. 車車・歩車間の
コミュニケーション

etc.

ＨＭＩーSWG
・東大、筑波大、ホンダ、日産、トヨタ、
マツダ、富士重工、スズキ、ダイハツ、
JARI、デンソー、カルソニック、富士通











国際連携活動
第3回 SIP-adus Workshop 2016 開催概要

SIP-adus : Innovation of Automated Driving for Universal Services

主催 ： 内閣府総合科学技術・イノベーション会議
戦略的イノベーション創造プログラム 自動走行システム推進委員会

日程 ： 平成28年11月15日（火）～ 17日（木）
会場 ： 東京国際交流会館 東京都江東区青海2-2-1

http://www.jasso.go.jp/tiec/index_e.html

概要 :
自動走行システムの実現するために、欧・米・アジアパシフィック地域の専門家とともに課題の共有と解決
に向けた取り組みを議論する国際会議。セッションと専門家間の討議を行う分科会を実施。
2016年度は特別テーマを追加予定

テーマ:
1. Dynamic Map （走行環境のモデル化）
2. Connected Vehicles （通信による走行環境情報の取得）
3. Human Factors （人と走行システムの関係）
4. Impact Assessment （自動運転技術による交通事故の抑止）
5. Next generation transport （自動走行による都市交通の革新）
6. Security (セキュリティ)

会場外観 国際交流会議場 (418席)

2016年特別セッションテーマ(案)
☆2017年開始大規模実証実験への取り組み
☆SIP-adus施策成果

2016年特別セッションテーマ(案)
☆2017年開始大規模実証実験への取り組み
☆SIP-adus施策成果



今後：公道での大規模実証実験

重要５テーマ

産学官が協調して取り組むべき各要素技術の開発成果を統合化し、早期に課題を見つけ
実用化を加速させるため「H29年度（2017年）から公道での大規模実証実験」を実施
するとともに、国際標準化等の取組を推進する。
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大規模実証実験

年度

【実施場所】
①自動車専用道
②一般道
③テストベッド

【参加者】
・OEM/サプライヤー
・大学/研究機関
・関係省庁
・海外メーカー
・一般市民/ジャーナリスト

【実施内容】
①ダイナミックマップ
②HMI
③情報セキュリティ
④歩行者事故低減
⑤次世代都市交通
の重点5課題を中心に企画





ご清聴どうもありがとうございました

Mobility bringing everyone a smile!


